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研究成果の概要（和文）：本研究は、1901年上海に開学した東亜同文書院の学生たちが行った「大調査旅行」の
調査記録をベースに、1920年代刊行の『支那省別全誌』全18巻と1940年代刊行の『新修支那省別全誌』（9巻目
で戦争により未完）を取りあげ、中国の地域構造と地域システムを明らかにしようとした。
　その結果、前誌は貿易を軸としはじめた長江沿岸地帯および沿海地帯と、自給経済的な内陸部地帯との2つに
類型化でき、一方、後誌は辺境地帯の省が中心で、四川、雲南の２省と他の省に類型化でき、政府の地域開発計
画により、貿易都市との経済圏形成が芽生え、貿易を通しての近代化が強弱の地域差はあるものの始動しはじめ
た姿がわかった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to make clear the regional sturucture and system by
 two edition series of geographical volumes of each province of China published in 1910s(first 
edition)and 1940s(second edition). These series were edited by the field work’s documents written 
by the students of Toa-Dobun-Shoin College as a business school established in Shanghai,1901.
As a result, there were two types of provinces, in the first edition. One was the areas along main 
rivers and seaside areas which were supported by the foreign trade newly. The another was the areas 
in inland under the self-support economy. The second edition was published on the remoter areas in 
China. And also it had two types of province. One were the provinces of south-eastern part of 
provinces and the another were the western part of provinces. Both areas had just started to 
economic activities with main land of China, under the new regional development policies supported 
by central government.

研究分野：人文地理学
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１．研究開始当初の背景 
（1）本研究が対象とする『支那省別全誌』（全
18 巻、1920 年代刊行、以下『全誌』と称す）
と『新修支那省別全誌』（全 22 巻刊行予定が
戦争で 9巻で中断、以下『新修』と称す）は、
戦前の 20 世紀前半期に刊行された世界初の
中国省別地誌書である。その内容は生産活動
から貿易、都市、交通、組織、流通など幅広
い。しかし、これらの両省別シリーズは戦前
の刊行であったため、戦後の研究者からは無
視され、ほとんど研究対象にされてこなかっ
た。各巻とも 900 ページから 1000 ページを
上回る大著であり、これらの作品を検討する
ことにより、清末から民国期の中国の地域情
報を得て、近代化にさしかかりつつあった中
国の地域構造とそのダイナミクスを明らか
にすることが出来るのではないかと考えた。 
 （2）両省別全誌は、1901 年、上海に国際
的ビジネススクールとして誕生した東亜同
文書院の学生である書院生が、ビジネスへの
アプローチのため、最終学年に徒歩を中心と
して貿易品や貿易調査研究テーマとコース
を設定したフィールドワークとしての「大調
査旅行」の成果を基礎的資料としている。『全
誌』はほとんど第 5期から第 9期の書院生の
実地調査報告がベースであり、元々、従来日
本人が入ったことのない地域をめざした。
『新修』は書院生の記録をベースに専門家た
ちも加わった形での執筆、編集がなされてい
る。書院生の「大調査旅行」は 3～6 ヶ月の
踏査で、『新修』編纂時代はすでに 600 コー
スにも及んだ。書院生の調査は現地での実地
確認によるイデオロギー抜きの内容であり、
戦後いち早く台湾研究者がその価値を認め
ている。今日では中国も多大な関心を払って
いる。それだけにその記録を十分に利用でき
る可能性を考えた。 
 （3）『全誌』と『新修』で対象となった各
省は、後者が戦争により9巻で中断したため、
その時間変動を明らかにできるのは『新修』
の各省についてのみである。それらの各省に
ついては、『全誌』の当該の省を比較するこ
とが出来、20年間の変動を明らかにすること
ができるのではないかと考えた。とりわけ、
『新修』の各省は、中国のメインランド外の
辺境に位置する省が多く、その辺境性の変動
をふまえ、メインランドの変化も照射できる
のではないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究は 20 世紀前半期の清国末期から民国
時代に、上海にあった東亜同文書院生の中国
調査報告に基づいて編まれた世界初の本格
的な中国地誌である初版の『支那省別全誌』
とその 20 年後に編まれた『新修支那省別全
誌』の内容自体の検討と両者の比較を通して、

（1）ベースになった書院生の調査報告書お
よび旅行日誌との関連性の検討、（2）地誌記
述の対象とその方法論の検討、（3）両全誌の
出版時期は、『全誌』が 1917～1920 年、『新
修』が 1941～1946 年であり、その間に辛亥
革命後の軍閥割拠の時期と北伐から日中戦
争の激動期があり、記録された地誌的内容か
ら基層部分と変動部分を考慮しつつ、中国の
地域編成システムの変容、変化を検討、（4）
それらをふまえ、中国における根源的な地域
構造の存在と変容する地域像を統一的に把
握し、今日の中国理解に資したい。 
 
３．研究の方法 
（1）まず、『支那省別全誌』18 巻と、『新修
支那省別全誌』9 巻を基本テキストとして設
定し、この両全誌が出版された経緯と執筆者、
参考ベースとした書院生のフィールドワー
クによる大調査旅行、関連文献などの基盤を
明らかにする。 
 （2）両全誌について、その章構成の内容
から編集の意図を検討する。両全誌はそれぞ
れ中国地誌的内容であることから、そこに展
開される地誌論をほかの類書や外国地誌と
比較し、その特性を示す。 
 （3）両全誌の章節を示す用語をキーワー
ドとみなし、それによる各省の特性と類型化
の試みを行う。 
 （4）両全誌のうち、『新修』を構成する各
省は『全誌』を構成する同一の省とは 20 年
間ほどの時間差があり、両者を比較すること
により、20 年間の変動を把握し、省内あるい
は関係する省との地域システムの変容を検
討する。とくに『新修』の各省は中国メイン
ランドを取り巻く辺境地域が多く、その変動
はメインランドの変動と対応関係にあると
思われ、この辺境地域の変動を把握すること
で近代中国の近代化への始動を把握できる
可能性がある。 
 
４．研究成果 
（1）2 回にわたって刊行された省別全誌は、
『全誌』が第 1巻から順に広東、広西、雲南、
山東、四川、甘粛（付新疆）、陜西、河南、
湖北、湖南、江西、安徽、浙江、福建、江蘇、
貴州、山西、直隷の 18 省で、新疆は甘粛の
延長上で簡潔にとらえられている。新疆は遠
隔地で、1905 年から 2年間に及んで調査を行
った 2期生（1902 年入学）5人以降は、時間
的制約で書院生の大調査旅行の圏外になっ
ていたためである。それは逆に、この『全誌』
18省は第5期から第9期の書院生のフィール
ドワークの報告書の編集によって成立した
ことがわかり、この『全誌』の刊行自体、書
院生の大調査旅行による報告記録を世に問
うたものということができる。 



 一方、『新修』の 9 巻は、第 1 回から順に
四川（上）、四川（下）、雲南、貴州（上）、
貴州（下）、陜西、甘粛および寧夏、新疆、
青海および西康の 10 省分を刊行したあと中
断せざるをえなかった。刊行分だけみると、
『全誌』では独立省になっていなかった辺境
地域の新疆と寧夏、青海と西康がそれぞれ 1
冊 2省ずつだが独立省として取りあげられて
いる。寧夏、青海、西康へは書院生が「大調
査旅行」でその一部を踏査しているが、上海
からは距離的、時間的に困難な辺境地域であ
った。それなのに、これらの省が独立省とし
て取り上げられているのは、刊行した東亜同
文会の吉本仁、馬場鍬太郎ほかの専門家や現
地を歩いた第 7、11、19 期の書院卒業生によ
る執筆、編集が行われたからだと吉本仁の手
記にある。吉本は卒論となった報告書とそれ
に付随する多くの資料が参考になり、書院生
の正確な記録に万感胸に迫ったとも記して
いる。 
 （2）章構成は『全書』については、「開市
場」、「貿易」、「都市」、「交通・運輸」、「郵便」、
「主要物産」、「商業・商取引」、「貨幣・金融」
と続く。この構成は書院が世界初ともいえる
国際ビジネススクールとして上海に設置さ
れ、貿易実務人材を中心に育成しようとした
書院の設立趣旨に沿った形となっている。い
わば書院生のための省別貿易取引専書とい
った体裁であり、ふんだんに第 5 期から第 9
期の書院生の卒論成果が活用されている。第
5 期から第 9 期は書院がまさに貿易人養成に
本格的に着手した時期であり、書院生の卒論
テーマもその分野にとくに集中していたこ
とがわかる。 
 （3）前記の章構成は若干順番の入れ替わ
りがあるが、その入れ替わりの中に各省の特
性を打ち出している主旨をうかがえる。例え
ば、四川省は前掲したような「開市場」、「貿
易」というキーワードから始まる省で、長江
流域や、東・南支那海沿岸部など貿易が主導
型だと判定した類型である。一方、「都会」、
「交通・運輸」、「郵便・電信」、「生産」と続
くのは陜西省など内陸の辺境地域の省に多
いとと判定した類型で、全書の各省は大きく
みるとこの 2類型に分けられる。そこには本
格的な外国との貿易の有無を類型区分の基
準とすることができる。 
 （4）、（3）の 2 類型のうち、「貿易」主導
類型は、すでに国外貿易で他国や他地域とつ
ながり、上海や漢口をエンジンとする省間相
互移出入の活発化を含む長江一帯の新たな
経済圏形成の姿が浮かび上がってくる。一方、
内陸、辺境地域では既存の都市や鎮を中心地
として、郵便網や電信網の整備がすすみ始め、
中心地階層をもった地域システムが編成さ
れつつあることを読みとれる。辺境地域とは

いえ、次期の展開へのベースづくりが始めら
れた段階にあるといえ、その後の交通網の整
備次第では中心地階層の再編が十分予想さ
れる状況をうかがえる。 
 （5）一方、『新修』では、地域概説のあと
「交通」が重視され、次いで「都市」、「産業」、
「貿易」、「歴史及名勝」（例えば四川省の場
合）、の章構成タイプと、「自然」の舞台を重
視したあと、「人文（行政制度史、民族と文
化）」、「都市」、「産業資源」、「商業貿易」、「財
政・金融」、「交通・運輸・通信」、「歴史・名
勝」（例えば陜西省の場合）の章構成タイプ
に分けられる。前者の類型には他に雲南省が
該当し、後者には貴州、甘粛などより辺境地
域の省が該当する。20 年を経て、四川省や雲
南省については情報量が多くなったとはい
え、実際の省内各地への入り方のルートをま
ず把握することがベースに置かれた面もあ
る。 
 （6）以上から、『全誌』、『新修』ともそれ
ぞれ省構成に特色を持たせながら、20 年後に
刊行された『新修』は『全誌』の踏襲ではな
く、20 年間の調査研究の蓄積をふまえ、全く
の新装版として旧版の『全誌』の内容をほと
んど刷新させている。この 20 年間は書院生
のフィールドワークである大調査旅行がよ
り円熟したレベルに達したことの反映でも
ある。それだけに刊行直前で版下を東京空襲
で焼失し、刊行できなかった『新修』の 10
巻以下が日の目を見なかったのが残念であ
る。それが揃えば中国の各省が相互に連携し
つつ近代化への経済圏形成や浮かびよる地
域システムをもっと明晰に示せたのではな
いかと思われる。 
 （7）最後に、20 年後の『新修』では、各
省の章立てが揃えられ、地誌の体系化への狙
いがうかがわれる点、また、民国期の蒋介石
政権が、戦後の共産党政権による西部開発構
想をすでに先駆的に辺境地域を対象に計画
し、一部実施した影響が読みとれ、インフラ
整備とそれをふまえた生産力向上の動きが
うかがわれた点、辺境とはいえ、隣接する省
や天津、漢口とつながりをもつ新たな経済圏
形成とその重なり合う動きがみられる。それ
はインランドの発展と関連していることを
十分示唆しており、1930 年代～1940 年代初
めにかけて辺境地域が動態化し始めたこと、
などをうかがえた点が、当初の本研究の予想
を越えた新たな知見になり、今日の中国への
連動がうかがわれることを付記する。 
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